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  3 日(火) 1月分抽選確定(～8日まで) 

5 日(木) 2月分地域優先申込（～15日まで） 

10 日(火) 1月分空き室使用申込開始 

17 日(火) 2月分抽選申込開始(～29日まで） 

18 日(水) 「あらまち町民大學シルバーセミナー④」 

29 日(日) 「ワンマイル荒町」JL サークル定例会 

 ●多目的ホール 個人使用日● 

９時～１６時３０分 

種目：卓球・バトミントン等 

料金：２時間   一 般 ２４０円 

       小中学生 １２０円 

※ラケット・シューズ・ボール等の 

 用品は各自でお持ちください。 

※ 駐車場は 7 台（思いやり駐車場１台含）です。できるだけ公共交通機関（地下鉄・バス）をご利用ください。 

 

 

（（公公財財））仙仙台台ひひとと・・ままちち交交流流財財団団  

11月の休館日  

2日（月） 4日（水） 9日(月) 

16日（月） 24日（火） 30日(月) 

〒984-0073  

仙台市若林区荒町 86-2 

電 話：266-3790  

ＦＡＸ：266-5436 

受付時間：9：00～21：00 

Email: aramachi-siminc@hm-sendai.jp 

 

３日(火) 

23 日(月) 

※「 」は主催事業 

講座レポート① 

講座レポート② 

荒町四季物語 

「しゃぼん玉＆バルーンフェスタ」 

9 月 26 日（土）、市民センター・児童館

園庭を会場に開催しました。今年はコロナ禍

で人数を制限しての開催となりました。しゃ

ぼん玉・バルーンアート・紙ヒコーキ・けん

玉、お手玉の昔遊びの 4 つのコーナーを第

一学院高等学校の皆さんが担当して子ども

達を迎えました。昔遊びのコーナーでは保護

者がお手玉に夢中になる姿も。参加者から

は、久々に外で思いっ 

きり遊ばせることがで 

き本当によかったです。 

など感想が寄せられ 

大好評でした。 

 

 

     荒町四季物語 秋編「本荒町をたずねて～地名と歴史をたどる」 

 

 

 

 

   

10月 10日（土）「本荒町をたずねて～地名と歴史をたどる」 

と題してまち歩きを開催しました。当日は藤崎から芭蕉の辻、 

晩翠草堂、本荒町、電話横丁からアーケードへ。近隣の地名 

の由来を聞き歴史に思いをはせながら秋のまち歩きを楽しみ 

ました。ふだん何気なく歩いている街角に歴史を感じさせる 

地名や辻標を発見し、アーケードでは名称の意味を教えてい 

ただき「仙台の歴史と今」を同時に学びました。 

本
荒
町 



 

～防災・減災の意識を高めましょう⑤～    

「ローリングストック」という方法について 

  水害、地震・・・と最近の日本は災害が多くなってきましたが、ローリングストックという 

方法が防災のためにとても役立ちます。なぜかというと、備蓄が役立つような規模の災害は、 

めったに発生しないと言われているからです。そのためだけに備蓄は面倒→費用も惜しい→備蓄

をしにくい・・・となりがちですが、ローリングストックであればこのようにはなりません。 

日頃の生活で使うものを少し多めに備蓄するだけなので、習慣化すると自然に防災につながり 

ます。日常の延長で実践でき『買う・使う』の 

繰り返しなので、賞味期限や消費期限を忘れ 

にくい、わざわざ備蓄の置き場所を多くとらずに 

すむメリットがあります。しかし、ローリング 

ストック＝非常食・保存食ではないので、食品 

ばかり備蓄ではなく、トイレットペーパー等の 

日用品もお忘れなく。目安は、最低でも３日分。 

ライフラインの復旧が４日目くらいのケースが 

多いためです。ストックする量は、各ご家庭で 

日常的に消費するものに違いがあるので、 

ご家族で話し合いをしながら消費できる 

現実的な量を調整しながら災害に備えましょう。 

 （参考・内閣府防災情報のページ 他）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご近所さんに突撃インタビューその③ 

前回に引き続き、今回も荒町商店街にあるお店屋さんにインタビューを行いました。『ニネル  

ショッピングストア』さんです。スパイス、豆、お米等様々な食品やネパールの雑貨を扱うお店で、 

現在はコロナウイルスの影響で、シャンプー、ボディソープ 

などの日用品を仕入れるのがなかなか難しい状況の様です。 

店主は、日本在住歴 18年、荒町に住んで 8年、日本語を 

話したい一心で来日をしたそうです。おすすめの商品は、 

パパドという豆せんべいです。焼いたり、揚げて食べる 

など色々な食べ方があるそうです。 

お忙しい中、ご協力いただきありがとうございました！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 荒町市民センターには「あらまちギャラリー」という素敵な場所が・・・ 

サークル活動の方々の作品や、地域の方々の作品が飾られています。 

センターにお越しの際は是非ご覧ください☆ 

 


